
編 修 趣 意 書
（教育基本法との対照表）

受理番号 学校 教科 種目 学年

105-93 中学校 国語 書写 1・2・3

発行者の番号・略称 教科書の記号・番号

社会生活に生きる書写の力

未来を担う学習者が、この教科書を通して自分の文字をよりよくしていきながら、
社会生活の中で生かせる書写の力を獲得することを目指しました。
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編修の基本方針1

15  三省堂 書写 015-72

教科書名

現代の書写  一・二・三



この教科書は、教育基本法に掲げられた目標および学習指導要領の目標を達成するために、次の 5 点を
基本方針として編修しました。

1 ひとめでわかる学習内容

ㅡㅡ学習の見通しをもち、自覚的に学習を進め、次の学びへの意欲が得られるように構成しました。
ㅡㅡ毛筆で学習する教材は見開き 2ページで構成し、全ての教材に学習目標と振り返りを設置しました。
また、各教材の冒頭に「書き方を学ぼう」を設置し、当該教材で学習すべき書き方のポイントを提示
しました。

2 ポイントの明確化「書き方を学ぼう」

ㅡㅡ日常生活・社会生活の中で活用できる「学び方」を身につけることを重視しています。
ㅡㅡ教材冒頭の「書き方を学ぼう」では、当該教材で学習すべき書き方のポイントを提示しました。「どこ
に気をつけて、どのように書けばよいか」について、具体的な字形例とともに示すことで、習得すべ
き書き方のコツを明確に捉えられるよう工夫しています。

3 ふだんの自分の文字に生かす「書いて身につけよう」

ㅡㅡ学習した内容を、多様な場面で自覚的に活用する力をつけることを重視しています。
ㅡㅡ毛筆で学習したあとに、さまざまな文字を硬筆で書いて練習する「書いて身につけよう」を設置して
います。毛筆で学習した内容を、繰り返し書いて習得し、ふだんの自分の文字に生かすことができ
るようにしています。

4 豊かな文字文化にふれる

ㅡㅡ身のまわりの文字文化にふれて、知識を蓄え、文字文化の担い手として自らを豊かにする誘いとな
るような教材を設けました。
ㅡㅡ現代まで受け継がれてきた文字の歴史や文化などを取り上げました。身のまわりの文字文化にふれ
ることで、文字の役割や、文字を手書きすることの意義を認識することをねらいとしています。

5 小学校書写・中学校国語との連携、高等学校芸術科書道への接続

ㅡㅡ書写の基礎・基本的な知識や技能を確認しながら身につけると同時に、書写・書道に関する幅広い
興味をもつきっかけとなるような教材を設定しました。
ㅡㅡ小学校書写での学習内容と円滑に接続を図ることができるよう、「学習のはじめに」や楷書の教材では、
小学校での学習内容を整理して示しました。また、各学年において、国語の学習内容・教材との関
連を図りました。さらに、3年の教材では、「篆刻」に関する内容や、中国・日本の優れた筆跡を紹
介し、書道への関心が広がるよう工夫しています。



教育基本法第 2 条各号に示す教育の目標との対照について、主な教材を取り上げ、教科書の該当ページ
を示しました。

図書の構成・内容 特に意を用いた点や特色
＊教育基本法第 2 条各号に関連する学習のねらいを示します。

該当箇所
（ページ）学年 教材名

口絵・目次 ⿟⿟広大な海の向こうから朝陽が昇る写真を示すことで、自然を
大切にし、環境の保全に寄与する態度を養うことをねらいと
しています（第四号）。

表 2～1

学習のはじめに ⿟⿟望ましい姿勢と執筆のあり方を、写真を用いてわかりやすく
示すことで、健やかな身体を養うことをねらいとしています
（第一号）。

6～10

１
年

［1］楷書

字形の整え方と筆使い／ 
点画の種類と筆使い

⿟⿟小学校で学習した楷書の基礎的・基本的な知識や技能を復習
しながら身につけることで、幅広い知識と教養を獲得するこ
とができるようにしています（第一号）。

12～17

○書いて身につけよう ⿟⿟書き込み欄および振り返り欄を通して学習を捉え直すことで、
自主および自律の精神を養うことができるようにしています
（第二号）。

18～21
28～29
40～43

活字と手書き文字・筆順 ⿟⿟活字と手書き文字の違いや筆順についての理解を深めること
で、学校生活や社会生活に生きる、文字に関する幅広い知識
と教養を獲得することができるようにしています（第一号）。

22～23

［2］楷書と仮名

仮名の字形と筆使い／
文字の大きさと配列

⿟⿟平仮名の成立をいろは歌とともに示すことで、伝統と文化を
尊重し、それらをはぐくんできた我が国と郷土を愛する態度
を養うことをねらいとしています（第五号）。

24～27

文字の変遷 ⿟⿟平仮名の字源となった漢字の歴史を示すことで、伝統と文化
を尊重するとともに、他国を尊重する態度を養うことをねら
いとしています（第五号）。

30～31

［3］行書

行書の特徴／点画の丸み／
点画の連続／点画の形や方
向の変化

⿟⿟中学校で新しく学習する行書の基礎・基本を習得するための
解説コーナーを設定することで、幅広い知識と教養を身につ
けることをねらいとしています（第一号）。

32～39

◇やってみよう
グループ新聞を作ろう

⿟⿟グループで新聞を作る活動を設定することで、自他の敬愛と
協力を重んずる態度を養うことをねらいとしています（第三
号）。

44～45

２
年

［1］行書

点画の省略／筆順の変化 ⿟⿟中学校で新しく学習する行書の基礎・基本を習得するための
解説コーナーを設定することで、幅広い知識と教養を身につ
けることをねらいとしています（第一号）。

46～49

対照表2



図書の構成・内容 特に意を用いた点や特色
＊教育基本法第 2 条各号に関連する学習のねらいを示します。

該当箇所
（ページ）学年 教材名

２
年

○書いて身につけよう ⿟⿟書き込み欄および振り返り欄を通して学習を捉え直すことで、
自主および自律の精神を養うことができるようにしています
（第二号）。

50～53
58～61

［2］行書と仮名

行書と仮名の調和／
行書に調和する仮名

⿟⿟毛筆字形例として「豊かな実り」を取り上げることで、四季
のめぐりに思いをはせ、自然を大切にし、環境の保全に寄与
する態度を養うことをねらいとしています（第四号）。
⿟⿟平仮名の成立をいろは歌とともに示すことで、伝統と文化を
尊重し、それらをはぐくんできた我が国と郷土を愛する態度
を養うことをねらいとしています（第五号）。

54～57

［3］楷書と行書

楷書と行書の使い分け ⿟⿟自ら書体を選択し、その理由を考えることによって、自主およ
び自律の精神を養うことができるようにしています（第二号）。

62～63

◇やってみよう
情報誌を作ろう

⿟⿟グループで情報誌を作る活動を設定することで、公共の精神
に基づき、主体的に社会の形成に参画し、その発展に寄与す
る態度を養うことをねらいとしています（第三号）。

64～65

学力テスト問題 ⿟⿟書写の学習で学んだことを確かめることで、幅広い知識と教
養を身につけ、真理を求める態度を養うことができるように
しています（第一号）。

66～67

３
年

［1］文字文化の豊かさ

身のまわりの文字 ⿟⿟安土桃山時代から現代までの「伝達」に関連する文字文化を
示すことで、主体的に社会の形成に参画し、その発展に寄与
する態度を養うことをねらいとしています（第三号）。
⿟⿟「手書き文字」の魅力を伝え広めながら社会で活躍する人物を
取り上げることで、職業および生活との関連を重視し、勤労
を重んずる態度を養うことをねらいとしています（第二号）。

68～71

○書いて身につけよう ⿟⿟書き込み欄および振り返り欄を通して学習を捉え直すことで、
自主および自律の精神を養うことができるようにしています
（第二号）。

72～73

◇やってみよう
名言集を作ろう

⿟⿟これまでに出会った言葉を集めて名言集を作る活動を設定す
ることで、個人の価値を尊重して、その能力を伸ばし、自主
および自律の精神を養うことをねらいとしています（第二号）。

74～76

資
料
編

日常の書式 ⿟⿟さまざまな書式や時候の挨拶を理解し使うことで、伝統と文
化を尊重し、それらをはぐくんできた我が国と郷土を愛する
態度を養うことができるようにしています（第五号）。

78～83

書写の広場 ⿟⿟毛筆の用具が作られる工程を示すことで、自然を大切にし、環境
の保全に寄与する態度を養うことをねらいとしています（第四号）。
⿟⿟現代まで受け継がれてきた優れた筆跡を取り上げることで、
伝統と文化を尊重し、それらをはぐくんできた我が国と郷土
を愛する態度を養うことをねらいとしています（第五号）。

84～120



全ての学習者が学習しやすい紙面づくり

ㅡㅡユニバーサルデザインに配慮しています。特別支援教育ならびにカラーユニバーサルデザインの専
門家の指導と校閲のもと、識別しにくい配色は避け、形や記号・番号、説明文などの補助的な手が
かりを設けました。また、色の濃淡や罫線の使い分けなどで違いが明確になるようにすることで、誰
もが使いやすい教科書となるよう工夫しました。
ㅡㅡ学習をサポートする役割をもったキャラクターを用いることで、学習者が知識・技能の理解や習得を
スムーズに行えるよう工夫しました。また、写真やキャラクターの男女バランスにも配慮しています。

環境にやさしい教科書

ㅡㅡ用紙については、環境の保護、資源の節約のため、原料や製法に配慮した、環境にやさしい紙を使
用しています。
ㅡㅡインキについては、植物由来の油および、それらを主体とする廃食用油等をリサイクルした再生油を
含んだ、印刷インキ工業連合会認定の植物油インキを使用しています。

小学校書写・中学校国語との連携、高等学校芸術科書道への接続

ㅡㅡ解説動画、補充教材、参考資料等の豊富なコンテンツを参照先で提供し、学びを深めるとともに、

　個別最適な学びを支援しています。

まで受け継がれてきた文字の歴史や優れた筆跡等を取り上げました。また、3年の「名言集を作ろう」
では「篆刻」に関する内容も取り上げました。

上記の記載事項以外に特に意を用いた点や特色3

二次元コードコンテンツで個別最適な学びを支援

ㅡㅡ小学校書写での学習内容との接続を図るために、「学習のはじめに」を設けて姿勢や筆や鉛筆の持ち
方を復習したり、1年の冒頭教材では楷書の書き方を復習したりするなど、構成を工夫しました。

ㅡㅡ各学年の「やってみよう」の教材や、「書いて身につけよう」で書き写す作品などにおいて、国語の教
材と密接に関連づけた学習指導ができるように題材を工夫しました。

ㅡㅡ高等学校芸術科書道を見据え、1年に「文字の変遷」、資料編に「書の古典（発展）」を設定し、現代
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編 修 趣 意 書
（学習指導要領との対照表、配当授業時数表）

受理番号 学校 教科 種目 学年

105-93 中学校 国語 書写 1・2・3

教科書の記号・番号

⿟⿟各教材を見開き2ページで構成し、全ての教材に学習目標と振り返りを設置しました。教材冒頭の「書き方
を学ぼう」では、書き方のポイントを取り上げ、各教材で学習すべき内容がひとめでわかるように工夫して
います。

教材構成の例：1年p.36「点画の連続」

1年p.40　書いて身につけよう「点画の丸み／点画の連続／点画の形や方向の変化」
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ひとめでわかる学習内容
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40ページ◀書いて身につけよう

点画の連続

❶点画の丸み❷点画の連続❸点画の形や
　方向の変化❹点画の省略❺筆順の変化❻行書と仮名

　の調和
❼行書に調和
　する仮名

行
書

36
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書き方を学ぼう 行書

解説動画

二次元
コード

2年

目標

行書と
仮
か

名
な

2

◎
行
書
と
仮
名
の
調
和
を
意
識
し
て
書
く
こ
と
が
で

き
る
。

行
書
と
仮
名
の
調
和

楷
書
と
行
書
を
比
べ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
仮
名
の
形
の
違ち
が

い

が
ど
こ
に
表
れ
て
い
る
か
見
つ
け
よ
う
。

6 行書と仮名の調和

58ページ◀書いて身につけよう

❶点画の丸み❷点画の連続❸点画の形や
　方向の変化❹点画の省略❺筆順の変化❻行書と仮名

　の調和
❼行書に調和
　する仮名

〈
楷
書
に
調
和
す
る
仮
名
〉

行
書
に
調
和
す
る
仮
名
は
、
流
れ
る
よ
う
に
書
き
、
筆
脈
を
意
識
す
る
。

〈
行
書
に
調
和
す
る
仮
名
〉

楷書行書

54

不こ

来ず

方か
た

の
お
城
の
草
に
寝ね

こ
ろ
び
て

空
に
吸
は
れ
し

十
五
の
心

（
石い
し

川か
わ

啄た
く

木ぼ
く

）

07KCS_P054-055_seki.indd   54 2023/03/15   17:27

書き方を学ぼう 行書

行
書

楷
書

解説動画

二次元
コード

2年

行書

目標

1

◎
点
画
の
省
略
を
理
解
し
て
書
く
こ
と
が
で
き
る
。

点
画
の
省
略

楷か
い

書し
ょ

と
比
べ
て
、
点
画
の
省
略
が
ど
こ
に
表
れ
て
い
る
か

見
つ
け
よ
う
。

4 点画の省略

50ページ◀書いて身につけよう

行
書

楷
書

❶点画の丸み❷点画の連続❸点画の形や
　方向の変化❹点画の省略❺筆順の変化❻行書と仮名

　の調和
❼行書に調和
　する仮名

点
画
が
重
な
る
よ
う
に
折
り
返
し
て

小
さ
な
点
画
を
省
略
す
る
。

点
画
を
変
化
・
一
体
化
さ
せ
て
省
略
す
る
。

46
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2 仮名の字形と筆使い

1年

目標

楷書と
仮
か

名
な

◎
仮
名
の
字
形
と
筆
使
い
を
確
か
め
て
書
く
こ
と
が

で
き
る
。

仮
名
の
字
形
と
筆
使
い

2

楷書書き方を学ぼう
❶字形の整え方と筆使い❸文字の大きさと配列 ❷仮名の字形と筆使い

上
の
表
と
自
分
の
字
を
比
べ

た
り
、「
書
き
方
を
学
ぼ
う
」

を
参
考
に
し
た
り
し
て
、
字

形
を
確
か
め
よ
う
。

穂
先
を
小
さ
く

返
す
。

◦
結
び

穂
先
を
返
し
な
が

ら
大
き
く
回
す
。

◦
回
転

筆
圧
を
弱
め
て

ゆ
っ
く
り
書
く
。

◦
曲
が
り

来
た
道
を
戻も

ど

る

よ
う
に
折
り
返
す
。

穂
先
が
左ひ
だ
り

端は
し

を
通
る
よ
う
に

一
定
の
速
さ
で
書
く
。

◦
折
り
返
し

◦
そ
り

小
筆
で
書
こ
う
。

24
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1年

書いて
身につけよう

姿勢に
気をつけよう

持ち方に
気をつけよう

19

J37_責了

接
し
方

間
隔

方
向

交
わ
り
方

07KCS_P018-021_seki.indd   19 2023/03/15   17:13

2年

書いて
身につけよう

姿勢に
気をつけよう

持ち方に
気をつけよう

51

J37_責了

筆順の変化

筆
順
の
変
化
は
点
画
の
連

続
や
省
略
を
伴と
も
な

う
こ
と
が

多
い
よ
。

「
し
め
す
へ
ん
」
と
「
こ
ろ

も
へ
ん
」
は
、
行
書
で
書

く
と
同
じ
形
に
な
る
よ
。

07KCS_P050-053_seki.indd   51 2023/03/15   13:45

1年

書いて
身につけよう

姿勢に
気をつけよう

持ち方に
気をつけよう

振 り 返 ろ う

自
分
が
学
ん
だ
こ
と
を
書
き
残
そ
う
。

■「
少
年
の
日
の
思
い
出
」（
ヘ
ル
マ
ン=

ヘ
ッ
セ

　［訳
］
高た

か

橋は
し

健け
ん

二じ

）

行書

楷書

こ

し

し

ょ

さ

い

か

43

V26_責了2

学
習
し
た
こ
と
を
意
識
し
て
、
行
書
で
書
こ
う
。

07KCS_P042-043_seki2.indd   43 2023/03/20   17:01

振 り 返 ろ う

字
形
の
整
え
方（
点
画
の
組
み
立
て
・
部
分
の
組
み
立
て
・

外
形
）

毛
筆
で
学
ん
だ
こ
と
を
硬こ

う

筆ひ
つ

に
生
か
そ
う
。

18

長
短

中
心間

隔

●
点
画
の
組
み
立
て

07KCS_P018-021_seki.indd   18 2023/03/15   17:13

振 り 返 ろ う

点
画
の
省
略
／
筆
順
の
変
化

毛
筆
で
学
ん
だ
こ
と
を
硬こ

う

筆ひ
つ

に
生
か
そ
う
。

50

点画の省略

「
し
め
す
へ
ん
」
と
「
こ
ろ

も
へ
ん
」
は
、
行
書
で
書

く
と
同
じ
形
に
な
る
よ
。

07KCS_P050-053_seki.indd   50 2023/03/15   13:45

1年

書いて
身につけよう

姿勢に
気をつけよう

持ち方に
気をつけよう

振 り 返 ろ う

点
画
の
丸
み
／
点
画
の
連
続
／

点
画
の
形
や
方
向
の
変
化

毛
筆
で
学
ん
だ
こ
と
を
硬
筆
に
生
か
そ
う
。

■「
竹
取
物
語
」

国 

語

■「
少
年
の
日
の
思
い
出
」（
ヘ
ル
マ
ン=

ヘ
ッ
セ
［
訳
］
高た

か

橋は
し

健け
ん

二じ

）

お

き

な

42
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2
年
p. 

46
「
点
画
の
省
略
」

⿟⿟「書き方を学ぼう」では、「どこに気をつけて、どのように書けばよいか」について、具体的な字形例ととも
に書き方のポイントを示しました。習得すべき書き方のコツを明確に捉えられるように工夫しています。

⿟⿟「書いて身につけよう」では、毛筆で書いて習得したことを、硬筆で書く際にも活用できるように、硬筆による書
き込み欄を複数設けました。繰り返し書くことを通して、社会生活に生きる書写の力をつけることができます。

2
年
p. 

50
「
点
画
の
省
略
／
筆
順
の
変
化
」

1
年
p. 

42
「
点
画
の
丸
み
／
点
画
の
連
続
／

点
画
の
形
や
方
向
の
変
化
」

1
年
p. 

36
「
点
画
の
連
続
」

2
年
p. 

54
「
行
書
と
仮
名
の
調
和
」

1
年
p. 

24

　「
仮
名
の
字
形
と
筆
使
い
」

1
年
p. 
18
「
字
形
の
整
え
方
」

ポイントの明確化「書き方を学ぼう」

ふだんの自分の文字に生かす「書いて身につけよう」

⿟⿟国語で学習する教材の本文のなぞり書き・書き
写しを各学年に設定しました。教材文の理解を
深めるとともに、書写で学んだ内容を日常生活・
社会生活に生かすことができるようにしました。



書
写
の
広
場

書
の
古
典

長
い
歴
史
と
と
も
に
脈
々
と
受
け
継つ

が
れ
て
き
た
優す
ぐ

れ
た
筆ひ
っ

跡せ
き

は
、
書
の
古
典
と
呼
ば
れ
、

私
た
ち
が
学
ぶ
と
き
の
手
本
と
な
っ
て
い
ま
す
。古
典
を
見
て
、書
の
表
現
を
味
わ
い
ま
し
ょ
う
。

※
高
等
学
校
の
学
習
内
容
。
興
味
の
あ
る
人
は
取
り
組
も
う
。

発展

「楽
がっ

毅
き

論
ろん

」 王
おう

羲
ぎ

之
し

4世紀 東
とう

晋
しん

（中国）

「楽毅論」 光
こう

明
みょう

皇后

8世紀 奈良時代（日本）

鄭
てい

道
どう

昭
しょう

書き手の個性

行書 楷
かい

書
しょ

褚
ちょ

遂
すい

良
りょう

欧
おう

陽
よう

詢
じゅん

顔
がん

真
しん

卿
けい

李
り

邕
よう

蘇
そ

軾
しょく

空
くう

海
かい

嵯
さ

峨
が

天皇

古
典
の
書
き
ぶ
り
を
見
て
、
学
び
な
が
ら

書
く
こ
と
を
「
臨り
ん

書し
ょ

」
と
い
い
ま
す
。

上
の
図
版
は
、
書し
ょ

聖せ
い

と
称
し
ょ
う

さ
れ
る
王
羲
之

の
「
楽
毅
論
」
と
、
そ
れ
を
光
明
皇
后
が
臨

書
し
た
も
の
で
す
。
奈
良
時
代
に
は
遣け
ん

唐と
う

使し

に
よ
っ
て
、
中
国
か
ら
書
の
古
典
が
数
多
く

伝
え
ら
れ
ま
し
た
。
伝
統
文
化
と
し
て
の
日

本
の
書
は
こ
の
頃こ
ろ

か
ら
発
展
し
、
現
代
に
つ

な
が
っ
て
い
る
の
で
す
。

書
写
の
広
場

毛
筆
補ほ

充じ
ゅ
う

教
材

参考資料

二次元
コード

書
き
手
が
違ち
が

う
と
同
じ
字

で
も
個
性
が
出
る
ね
。
ど

の
表
現
が
好
き
か
、
理
由

を
あ
げ
な
が
ら
話
し
合
っ

て
み
よ
う
。

86
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資
料
編
p. 

86
「
書
の
古
典
」

い
っ
た
ん

止
め
る
。

軽
く
入
り
徐じ

ょ

々じ
ょ

に

強
く
。
終
筆
は
横

に
進
め
な
が
ら
、

ゆ
る
め
る
。

始
筆
は
強
く
、

送
筆
は
短
く

右
下
へ
。

す
く
い
上
げ
る
よ

う
に
進
め
な
が
ら
、

ゆ
る
め
る
。

左
側
か
ら
上
側

を
通
り
、
は
ね

の
左
側
へ
。

上
側
。

少
し
ず
つ
内
側

へ
入
っ
て
い
く
。

左
上
。

始
筆
は
軽
く
。

徐
々
に
強
く
。

上
側
を
通
る
。

左
側
。

左
払は

ら

い

右
払
い

右
上

払
い

曲
が
り

そ
り

点

ゆ
っ
く
り
左
下

に
進
め
な
が
ら
、

ゆ
る
め
る
。

筆圧

筆圧

筆圧

筆圧

筆圧

筆圧

穂先

穂先

穂先
穂先

穂先

穂先

始
筆
は
強
く
。

徐
々
に
軽
く
。

15

J37_責了
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45°

す
く
い
上
げ
る
よ

う
に
進
め
な
が
ら
、

ゆ
る
め
る
。

お
よ
そ
45
度
。

軸じ
く

の
傾

か
た
む
き
を

変
え
な
い
。

筆
を
穂ほ

先さ
き

の
方
向

に
持
ち
上
げ
る
。

折
れ
る
と
こ
ろ
で

い
っ
た
ん
止
め
る
。

始筆
送筆 終筆

点
画
の
種
類
と
筆
使
い

上
側
を
通
る
。

左
側
。

上
側
か
ら
左
側
へ
。

は
ね

止
め

横
画

左
払は

ら

い

右
払
い

縦
画

折
れ

右
上

払
い

筆圧

穂先

穂先

穂先

解説動画

二次元
コード

14
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2年

書いて
身につけよう

姿勢に
気をつけよう

持ち方に
気をつけよう

■「
平
家
物
語
」

じ

や

う

し

や

う

ひ

び

し

や

ひ

つ

し

や

さ

う

じ

ゆ

ら

す

い

か

ね

ぎ

を

ん

じ

や

59

V26_責了2

筆
脈
を
意
識
し
て
、
流
れ
る

よ
う
に
書
け
た
か
な
。
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2年

書いて
身につけよう

姿勢に
気をつけよう

持ち方に
気をつけよう

行
書
と
仮
名
の
調
和
／

行
書
に
調
和
す
る
仮
名

毛
筆
で
学
ん
だ
こ
と
を
硬
筆
に
生
か
そ
う
。

■「
枕

ま
く
ら

草
の
そ
う

子し

」（
清せ

い

少し
ょ
う

納な

言ご
ん

）

国 

語

■「
平
家
物
語
」

む
ら
さ
きこ

ろ

や

み

ほ

た

る

58
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31

J37_責了

草
そう

書
しょ

平仮名

片仮名

行書

楷書

孫
そん
過
か
庭
てい
「書

しょ
譜
ふ
」

王
おう
羲
ぎ
之
し
「蘭

らん
亭
てい
序
じょ
」

欧
おう
陽
よう
詢
じゅん
「九

きゅう
成
せい
宮
きゅう
醴
れい
泉
せん
銘
めい
」

中
国
で
生
ま
れ
た

漢
字
が
日
本
に
。

日
本
に
伝
わ
っ
た

漢
字
か
ら

仮
名
が
生
ま
れ
る
。

看
板
や

印い
ん

鑑か
ん

な
ど
で

見
か
け
る
書
体

も
あ
る
ね
。

篆
書
や
隷
書
を
速
く
書
く
た
め
に

生
ま
れ
た
書
体
。
点
画
の
連
続
や

省
略
が
多
く
、
速
書
き
に
便
利
。日

本
独
自
の
文
字
。

草
書
の
点
画
を
さ
ら

に
簡
略
化
し
て
で
き

た
。

日
本
独
自
の
文
字
。

漢
字
の
へ
ん
や
つ
く

り
な
ど
の
片
方
を
用

い
た
り
、
楷
書
の
点

画
を
省
略
し
た
り
し

て
で
き
た
。

五
つ
の
書
体
の
中
で
は
最
も
遅お
そ

く

に
成
立
し
た
、
現
代
の
標
準
的
な

書
体
。

隷
書
を
速
く
書
く
た
め
に
点
画
を

連
続
し
た
り
省
略
し
た
り
し
て
生

ま
れ
た
書
体
。
読
み
や
す
く
、
速

く
書
け
る
。
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隷
れい

書
しょ

30

参考資料

文
字
の
変へ

ん

遷せ

ん

漢
字
は
中
国
で
生
ま
れ
た
文
字
で
す
。
長
い
時
間
を
か
け
て
し
だ
い
に
定
着
し
、

よ
り
書
き
や
す
く
読
み
や
す
い
書
体
へ
と
変
化
し
て
い
き
ま
し
た
。

日
本
に
伝
わ
る
と
、
漢
字
を
も
と
に
し
た
、
平
仮
名
・
片
仮
名
と
い
う
日
本
独
自

の
文
字
が
生
ま
れ
、
漢
字
と
と
も
に
定
着
し
ま
し
た
。

現
代
の
日
常
生
活
に
お
い
て
も
、
さ
ま
ざ
ま
な
書
体
が
広
く
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

1 年

甲
こう

骨
こつ

文
ぶん

金
きん

文
ぶん

小
しょう

篆
てん

篆
てん

書
しょ

牛の骨に刻まれた甲骨文

青銅器に鋳込まれた金文石に刻まれた小篆

木簡に書かれた隷書

長
い
時
間
を
か
け
て

文
字
の
文
化
が
育
ま

れ
て
き
た
ん
だ
ね
。

古
代
中
国
の
殷い
ん

と
い
う
国

で
使
わ
れ
た
、
最
古
の
文

字
。
亀か
め

の
甲こ
う

羅ら

や
獣
け
も
のの
骨

に
占
う
ら
ない
の
内
容
を
記
す
の

に
使
わ
れ
た
。

青
銅
器
な
ど
の
金
属
器
に

鋳い

込こ

ま
れ
た
文
字
。「
金

文
」の「
金
」は
金
属
器
の

意
味
。

秦し
ん

の
始し

皇こ
う

帝て
い

が
中
国
を
統

一（
紀
元
前
二
二
一
年
）し

た
あ
と
に
制
定
し
た
文
字
。

篆
書
を
簡
略
化
し
て

書
か
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
書
体
。

二次元
コード
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69

V26_責了2

「徳
とく

川
がわ

家
いえ

康
やす

書状　将くん（秀
ひで

忠
ただ

）宛
あて

」

1607（慶
けい

長
ちょう

12）年。徳川家康から息
むすこ

子の秀忠への手紙。

領地の管理について指示する内容が書かれている。
右は1930（昭和5）年に坪

つぼ

内
うち

逍
しょう

遥
よう

が、

左は1964（昭和39）年に川
かわ

端
ばた

康
やす

成
なり

が書いた年賀状。

1980年代半ば頃
ごろ

からワープロ（文書作成

編集機）が広まり、多くの人が活字の文書

を作成するようになった。

実じっ
施し
・
主しゅ
催さい

今宮町花火大会
2027年8月14日（土）
開始：19時30分～
場所：今宮町中央公園

＊雨天の場合は８月15日(日)に順延します。
＊実施の有無は当日18時以降にＨＰ上でお知らせします。
主催「今宮町花火大会2027」実行委員会　　××-3230-9511

河口湖今宮町駅
バス
センター

交番
★
今宮町
中央公園

い
ま
み
や
開
港

　四
〇
〇
年
記
念

5000発打ち上げ！！

活
字
と
手
書
き
文
字
を
、

そ
れ
ぞ
れ
効
果
的
に

取
り
込こ

ん
で
い
る
ね
。

い
つ
の
時
代
も
、

手
書
き
文
字
は

残
り
続
け
る
ね
。

明
治
時
代
の
広
告
は
、

毛
筆
に
よ
る
手
書
き
文
字
と
、

色
鮮あ
ざ

や
か
な
絵
を

組
み
合
わ
せ
て
い
る
ね
。

1896（明治29）年。手書き文字

による呉
ご

服
ふく

店
てん

の広告。陳
ちん

列
れつ

販売と

地方発送を告知している。

パソコンで作成した花火大会のポスター。

手書き文字・活字などの書体が効果的に使い分けられている。
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「徳
とく

川
がわ

家
いえ

康
やす

書状　将くん（秀
ひで

忠
ただ

）宛
あて

」

1607（慶
けい

長
ちょう

12）年。徳川家康から息
むすこ

子の秀忠への手紙。

領地の管理について指示する内容が書かれている。
右は1930（昭和5）年に坪

つぼ

内
うち

逍
しょう

遥
よう

が、

左は1964（昭和39）年に川
かわ

端
ばた

康
やす

成
なり

が書いた年賀状。

文
字
に
は
言
葉
を
伝
え
る
役
割
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
と
こ
れ
か
ら
の
文
字
文
化
に
つ
い
て
考
え
ま
し
ょ
う
。

こ
こ
で
は
、
手
書
き
文
字
や
活
字
に
よ
る
伝
え
方
の
変へ

ん

遷せ
ん

を
示
し
て
い
る
。

そ
れ
ぞ
れ
の
特と

く

徴ち
ょ
うを

捉と
ら

え
、
ど
の
よ
う
に
移
り
変
わ
っ
て
き
た
か
確
か
め
よ
う
。

❶

昔
は
日
常
的
に
毛
筆
で

書
い
て
い
た
ん
だ
よ
。

明
治
時
代
の
広
告
は
、

毛
筆
に
よ
る
手
書
き
文
字
と
、

色
鮮あ
ざ

や
か
な
絵
を

組
み
合
わ
せ
て
い
る
ね
。

1896（明治29）年。手書き文字

による呉
ご

服
ふく

店
てん

の広告。陳
ちん

列
れつ

販売と

地方発送を告知している。

1871（明治4）年。

活版印刷による新聞記事。

活字を組み合わせて印刷版を作る。

3年

文字文化
の豊かさ

目標
◎
文
字
文
化
の
豊
か
さ
に
ふ
れ
、
効
果
的
に
文
字
を
書

く
こ
と
の
必
要
性
に
つ
い
て
考
え
る
こ
と
が
で
き
る

身
の
ま
わ
り
の
文
字

1

68
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⿟⿟1年「文字の変遷」では、現代まで受け継がれてきた文字の歴史や文化を取り上げています。身のまわりの
豊かな文字文化にふれることで、文字を手書きすることの意義を認識することができます。
⿟⿟3年「身のまわりの文字」では、手書き文字の魅力を伝え広めながら社会で活躍する人物を取り上げています。
文字を手書きすることの意義を認識するとともに、職業観を養えるよう工夫しています。

⿟⿟「学習のはじめに」や楷書の教材では、小学校
での学習内容を整理して提示しました。小学
校書写での学習内容を確かめながら、中学校
の学習へと円滑に接続を図ることができるよ
う配慮しています。

⿟⿟国語で学習する教材文や、レポート・手紙・文集など、
各学年において国語の学習内容を取り上げて、国語と
の密接な関連を図ることができるように工夫しました。

⿟⿟3年の教材では「篆刻」に関する内容を取り上
げ、資料編では「書の古典」として中国・日
本の優れた筆跡を紹介しています。高等学校
芸術科書道への興味・関心が広がるよう工夫
しました。

3
年
p. 

68
「
身
の
ま
わ
り
の
文
字
」

1
年
p. 

14
「
点
画
の
種
類
と
筆
使
い
」

2
年
p. 

58
「
行
書
と
仮
名
の
調
和
／

行
書
に
調
和
す
る
仮
名
」

1
年
p. 

30
「
文
字
の
変
遷
」

豊かな文字文化にふれる

小学校書写・中学校国語との連携、高等学校芸術科書道への接続



学年 図書の構成・内容［教材名］ 学習指導要領の内容
該当箇所

（ページ）
配当
時数

適
宜

・「朝のリレー」
・この教科書の使い方

表2～1
4～5

学習の
はじめに

【毛筆】
姿勢と構え方／大筆の持ち方／小
筆の持ち方・構え方／筆の運び
方／用具の扱い方

【硬筆】
姿勢と構え方／鉛筆の持ち方

6～10 適宜

本編

１
年

［1］
楷書

字形の整え方と筆使い ⿟⿟エア　字形を整え、楷書で書くこ
と。

12～17
2

点画の種類と筆使い （14～15）

○書いて身につけよう
字形の整え方（点画・部分・外形）

18～21 1

◇活字と手書き文字・筆順 ⿟⿟エア　字形を整え、楷書で書くこ
と。 22～23 1

［2］
楷書と仮名

仮名の字形と筆使い ⿟⿟エア　字形を整え、文字の大きさ、
配列などについて理解して、楷書
で書くこと。

24～25 2

文字の大きさと配列 26～27 2

○書いて身につけよう
仮名の字形／文字の大きさと配列

28～29 1

◇文字の変遷 ⿟⿟エア　字形を整え、文字の大きさ、
配列などについて理解して、楷書
で書くこと。
⿟⿟エイ　漢字の行書の基礎的な書き
方を理解すること。

30～31 1

［3］
行書

行書の特徴 ⿟⿟エイ　漢字の行書の基礎的な書き
方を理解して、身近な文字を行書
で書くこと。

32～33 1

点画の丸み 34～35 2

点画の連続 36～37 2

点画の形や方向の変化 38～39 2

○書いて身につけよう
点画の丸み／点画の連続／
点画の形や方向の変化

40～43 1

◆やってみよう
グループ新聞を作ろう

⿟⿟エア　字形を整え、文字の大きさ、
配列などについて理解して、楷書
で書くこと。
⿟⿟エイ　漢字の行書の基礎的な書き
方を理解して、身近な文字を行書
で書くこと。

44～45 2

対照表2



学年 図書の構成・内容［教材名］ 学習指導要領の内容
該当箇所

（ページ）
配当
時数

２
年

［1］
行書

点画の省略 ⿟⿟ウア　漢字の行書の書き方を理解
して、読みやすく速く書くこと。

46～47 3

筆順の変化 48～49 3

○書いて身につけよう
点画の省略／筆順の変化

50～53 1

［2］
行書と仮名

行書と仮名の調和 ⿟⿟ウア　漢字の行書の書き方とそれ
に調和した仮名の書き方を理解し
て、読みやすく速く書くこと。

54～55 3

行書に調和する仮名 56～57 3

○書いて身につけよう
行書と仮名の調和／行書に調和する仮名

58～61 1

［3］
楷書と行書

楷書と行書の使い分け ⿟⿟ウイ　目的や必要に応じて、楷書
又は行書を選んで書くこと。 62～63 2

◆やってみよう
情報誌を作ろう

⿟⿟ウア　漢字の行書の書き方とそれ
に調和した仮名の書き方を理解し
て、読みやすく速く書くこと。
⿟⿟ウイ　目的や必要に応じて、楷書
又は行書を選んで書くこと。

64～65 2

◇学力テスト問題 ⿟⿟1年エア　字形を整え、文字の大
きさ、配列などについて理解して、
楷書で書くこと。
⿟⿟1年エイ　漢字の行書の基礎的な
書き方を理解して、身近な文字を
行書で書くこと。
⿟⿟ウア　漢字の行書の書き方を理解
して、読みやすく速く書くこと。
⿟⿟ウイ　目的や必要に応じて、楷書
又は行書を選んで書くこと。

66～67 2

３
年

［1］
文字文化の
豊かさ

身のまわりの文字 ⿟⿟エア　身の回りの多様な表現を通
して文字文化の豊かさに触れ、効
果的に文字を書くこと。

68～71 4

○書いて身につけよう
身のまわりの文字

72～73 1

◆やってみよう
名言集を作ろう

⿟⿟エア　身の回りの多様な表現を通
して文字文化の豊かさに触れ、効
果的に文字を書くこと。

74～76 5

資料編
適
宜

日常の書式 ❶便箋と封筒の書き方
❷はがきの書き方
❸送り状・のし袋・願書・原稿用紙の書き方

78～79
80～81
82～83

適宜

書写の広場 ・文房四宝
・書の古典（発展）
・毛筆補充教材
・楷書・行書一覧表
・「学力テスト問題」解答と解説
・二次元コード一覧表
・書き初め（1～3 年）
・「書き方を学ぼう」一覧

84～85
86

87～89
90～102

103
104

105～116
117～120

適宜



編 修 趣 意 書
（発展的な学習内容の記述）

受理番号 学校 教科 種目 学年

105︲93 中学校 国語 書写 1・2・3

発行者の番号・略称 教科書の記号・番号 教科書名

ページ 記述 類型
関連する学習指導要領の内容や
内容の取扱いに示す事項

ページ数

74 篆刻について知ろう 1 高等学校　芸術科書道Ⅰ
2　内容
A表現
イア	 用具・用材の特徴と表現効果との関わり

3　内容の取扱い
（6）内容の「A 表現」の指導に当たっては、篆刻、
刻字等を扱うよう配慮するものとする。

0.25

86 書の古典 1 高等学校　芸術科書道Ⅰ
2　内容
B鑑賞
イイ	 日本及び中国等の文字と書の伝統と文化

1

合　計 1.25

（「類型」欄の分類について）
１…学習指導要領上、隣接した後の学年等の学習内容（隣接した学年等以外の学習内容であっても、当該学年等の

学習内容と直接的な系統性があるものを含む）とされている内容
２…学習指導要領上、どの学年等でも扱うこととされていない内容
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